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平成18年度の一般会計・特別会計の決算が９月定例議会で認定されました。
一般会計の歳入総額は38億8,414万８千円、歳出は36億1,521万２千円でした。

このページでは、18年度決算についてお知らせします。

歳出総額は36億円一般会計
18年度決算

■用語の解説（歳入）

●地方交付税　地方公共団体が
行う業務を、すべての市町村が
同じように行えるために、ある
一定の基準で国が市町村に支給
するお金。

●村税　皆さんから納めていた
だいた税金。昭和村では、村民
税、固定資産税、たばこ税、軽

自動車税等が村税になる。

●繰入金　他会計や基金などか
ら繰り入れたお金。

●県支出金　県から市町村へ、
特定の事業に対して交付される
お金。

●国庫支出金　国から市町村
へ、特定の事業に対して交付さ

れるお金。

●村債　事業を行うために村が
国等から借りるお金。償還金の
一部は後年普通交税で措置され
る。

●地方譲与税　国税として徴収
したものを、市町村に対して譲
与するお金。

歳 入 38億8,414万８千円
村税の内訳
村税の総額は、７億1,243

万７千円。村民一人あたりに
換算すると、９万699円の税
収がありました。

●村民税

●固定資産税

●軽自動車税

●たばこ税

●入湯税

２億6,615万７千円

３億7,870万９千円

2,061万４千円

4,682万９千円

12万８千円
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■用語の解説（歳出）

●農林水産業費　農林業の振興
や土地改良事業の経費。

●民生費　社会福祉や児童福祉
（保育園の管理・運営など）、老
人福祉の経費。

●総務費　おもに人件費や事務
費、広報しょうわの発行、テレ
ドーム、選挙などのお金。

●公債費　村債の元金や利子の
返済などで、毎年返さなければ
ならないお金。

●教育費　学校教育（小中学校
の管理費）や社会教育（講演会
や各種体育大会などの開催）、
給食センターの経費など。

●衛生費　病気予防の各種健診
や母子保健事業の経費。家庭か
ら出るごみ処理のための経費な
ど。

●消防費　消防・防災施設整備
の経費（消防団の運営、消防団
詰所の建設など）。

●議会費　村議会の運営の経費
や議員報酬など。

●災害復旧費　降雨や土砂災害
などによる道路復旧などの経
費。
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比
９
、
８
０

２
万
６
千
円
の
減
少
（
▲
19
・

９
％
）。
こ
れ
は
、
過
疎
対
策
事

業
債
や
一
般
公
共
事
業
債
等
の
返

済
が
終
了
し
た
こ
と
が
お
も
な
要

因
で
す
。

土
木
費
は
前
年
度
比
２
、
５
７

５
万
円
の
減
少
（
▲
18
・
２
％
）。

そ
の
他
の
歳
出
項
目
は
ほ
ぼ
前
年

度
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

歳 出
歳
出
総
額
は
前
年
度

比
９
億
円
の
減
少

歳 出 36億1,521万２千円性
質
別
歳
出
状
況

７億7,685万５千円

４億2,289万８千円

2,550万６千円

２億7,085万４千円

７億119万３千円

４億8,235万９千円

5,259万１千円

３億9,448万７千円

０円

０円

５億8,847万９千円

０円

36億1,521万２千円

人 件 費

物 件 費

維 持 補 修 費

扶 助 費

補 助 費

普通建設事業費

災害復旧事業費

公 債 費

積 立 金

投資及び出資金

繰 出 金

貸 付 金

合 計

決　　算　　額歳 出 科 目

18年度決算
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歳出のおもな費用を見てみよう
このページでは、歳出を目的別にお知らせします。各費用のおもな経費を見てみましょう。

５億4,916万３千円

●役場玄関、屋上、議会事務局補

修工事

●昭和村議会議員選挙

●利根沼田文化会館管理費負担金

●税金の賦課徴収等に係る電算委

託費

●路線バス運行費補助金

７億4,413万３千円

●社会福祉協議会補助金

●昭和の湯ポンプ交換工事

■総務費

■民生費

1,104万円

542万円

1,087万円

1,361万円

2,354万円

477万円

535万円

９億27万３千円

●国有地買収費

●農業共済負担金

●農業経営対策強化利子補給事業

●ぐんま地域農業「夢」支援事業

補助金

●県営赤城原畑地帯総合土地改良

事業元利償還負担金

●農村総合整備事業（農道２号線）

●赤城西麓土地改良区補助金

●国営赤城西麓土地改良事業負担

金

●追分地区土地改良事業

●利根沼田区域農用地総合整備事

業事業費負担金（望郷ライン）

■農林水産業費

7,920万円

1,099万円

1,508万円

1,253万円

4,543万円

1億1,819万円

1,895万円

1億7,878万円

5,295万円

4,098万円

●老人ホーム管理費負担金

●老人福祉施設入所委託料

●デイサービスセンター運営管理

委託料

●第１保育園駐車場舗装工事

●第２保育園外壁等改修工事

５億4,916万３千円

●予防接種委託料

●健康審査事業費

●廃棄物収集業務委託料

●沼田市外２箇村清掃施設組合事

業費

■衛生費

966万円

919万円

1,161万円

179万円

1,205万円

717万円

1,877万円

671万円

7,322万円
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●中学校管理費、振興費

●公民館運営費

●給食管理総務費

5,163万１千円

●村道塚田弁財天線・下藤井御門

線災害復旧工事

３億9,448万７千円

●地域総合整備事業債償還元金

●一般公共事業債償還元金

●財源対策債等償還元金

●義務教育施設整備事業債償還利

子

●臨時財政対策債償還利子

●地域総合整備事業債償還利子

■災害復旧費

■公債費

2,343万円

969万円

1,642万円

4,871万円

1億2,092万円

3,728万円

8,594万円

1,297万円

1,174万円

963万円

１億1,588万５千円

●村道除雪、砂撒き作業

●村道橡久保線道路改良工事

１億5,908万６千円

●広域消防費負担金

●第７分団詰所新築工事

３億617万２千円

●児童生徒遠距離通学費負担金

●小学校管理費、振興費

■土木費

■消防費

■教育費

585万円

1,790万円

1億1,053万円

889万円

705万円

3,721万円

歳 入

歳 出

９億4,267万２千円

８億6,815万７千円

歳 入

歳 出

７億9,447万４千円

７億9,170万１千円

歳 入

歳 出

１億3,013万１千円

１億809万５千円

歳 入

歳 出

３億3,328万４千円

３億2,157万円

歳 入

歳 出

４億8,385万４千円

４億5,354万７千円

国民健康保険事業特別会計

特 別 会 計 決 算

前年度比で、歳入・歳出ともに
1.2％の増加となりました。

老人保健事業特別会計

前年度比で、歳入が6.4％の減
少。歳出は1.9％の減少となりま
した。

簡易水道事業特別会計

前年度比で、歳入が1.2％の増
加。歳出は3.1％の増加となりま
した。

農業集落配水事業特別会計

前年度比で、歳入が12.4％の
増加。歳出は12.9％の増加とな
りました。

介 護 保 険 特 別 会 計

前年度比で、歳入が5.7％の増
加。歳出は4.9％の増加となりま
した。

18年度決算

実
質
公
債
費
比
率

○
平
成
19
年
度
実
質
公
債
費
比
率

の
状
況

○
実
質
公
債
費
比
率
と
は

実
質
的
な
公
債
費
が
財
政
に
及

ぼ
す
負
担
を
表
す
指
標
で
、
実
質

的
な
公
債
費
相
当
額
に
充
当
さ
れ

た
も
の
の
占
め
る
割
合
で
す
。
通

常
、
前
３
年
度
の
平
均
値
を
使
用

し
ま
す
。
こ
の
指
標
が
18
％
以
上

の
団
体
は
、
地
方
債
の
発
行
に
際

し
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

昭
和
村
の
平
成
19
年
度
実
質
公

債
費
比
率
は
19
・
１
％
で
す
。
こ

れ
は
、
整
備
が
す
ん
だ
国
営
赤
城

西
麓
土
地
改
良
事
業
、
望
郷
ラ
イ

ン
に
対
す
る
負
担
金
と
農
業
集
落

排
水
事
業
の
公
債
費
が
高
額
で
あ

る
こ
と
か
ら
18
％
を
超
え
ま
し
た
。

今
後
は
、
公
債
費
の
償
還
の
ピ
ー

ク
は
過
ぎ
て
い
る
こ
と
、
大
き
な

起
債
の
借
入
予
定
が
な
い
こ
と
、

工
業
団
地
の
税
収
増
な
ど
に
よ

り
、年
々
低
く
な
る
見
込
み
で
す
。

町 村 名 実質公債
比率（％）

昭 和 村

沼 田 市

みなかみ町

川 場 村

片 品 村

19.1

20.0

21.4

17.7

14.0
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そろいの傘で八木節を披露（川額地区）

▲７回めぐりの意気込みを語
る倉澤健吾君（根岸・写真右）
と小室諒君（藤井・写真左）

川
額
上
（
藤
井
・
宮
貝
戸
地
区
）・

下
（
根
岸
・
伏
田
）
の
２
基
の
ま

ん
ど
う
が
、
境
内
に
威
勢
良
く
入

場
、
激
し
く
つ
っ
か
け
（
ぶ
っ
つ

け
）
あ
い
ま
し
た
。

一
方
、
森
下
地
区
で
は
９
月
30

日
が
あ
い
に
く
の
雨
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
た
め
、
10
月
１
日
の
み
、

森
下
大
森
神
社
で
開
催
。

こ
ち
ら
も
午
後
９
時
30
分
す
ぎ

に
な
る
と
、
青
年
団
ら
に
よ
る
八

木
節
の
最
中
に
森
下
上
・
中
・
下

の
３
基
の
ま
ん
ど
う
が
そ
れ
ぞ
れ

入
場
。
境
内
に
詰
め
か
け
た
見
物

客
の
見
守
る
中
、
迫
力
あ
る
７
回

め
ぐ
り
を
披
露
。
ま
ん
ど
う
が
つ

っ
か
け
あ
う
度
、
見
物
客
か
ら
歓

声
が
上
り
ま
し
た
。

一
年
の
五
穀
豊
じ
ょ
う
を
祈
願

し
た
秋
の
恒
例
、
豊
年
ま
つ
り
が

川
額
・
森
下
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
行

わ
れ
ま
し
た
。

川
額
地
区
で
は
川
額
八
幡
宮
で

９
月
28
日
、
29
日
の
２
日
間
開
催
。

29
日
の
夜
９
時
30
分
す
ぎ
に
は
、

ま
つ
り
も
最
高
潮
に
達
し
、
八
木

節
の
演
奏
の
中
、
７
回
め
ぐ
り
が

ス
タ
ー
ト
。

川
額
・
森
下
地
区
で

つ
っ
か
け
ま
ん
ど
う

豊
年
ま
つ
り

まんどうをつっかけあう緊張の一瞬（川額地区）

川
額
地
区
で
２
基
、
森
下
地
区
で
３
基
、

合
わ
せ
て
５
基
の
ま
ん
ど
う
が
お
披
露
目

八木節のおはやしの中やぐらを回る７回めぐり（森下地区） そろいの支度で記念撮影（森下地区）
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森
下
地
区
の
豊
年
ま
つ
り

を
主
催
し
た
、
森
下
青
年
団

の
団
長
関
上
宏
さ
ん
に
お
話

し
を
聞
き
ま
し
た
。

「
森
下
地
区
の
豊
年
ま

つ
り
は
、
地
区
を
あ
げ
て

の
お
祭
り
で
、
森
下
八
木

節
保
存
会
や
婦
人
会
、
つ
っ

か
け
ま
ん
ど
う
で
は
子
供
会

な
ど
、
地
区
の
様
々
な
人
達

に
支
え
ら
れ
て
行
っ
て
い
ま

す
。
特
に
つ
っ
か
け
ま
ん
ど

う
で
は
、
約
一
ヶ
月
前
か
ら

子
ど
も
た
ち
の
手
に
よ
っ

て
、
ま
ん
ど
う
の
制
作
が
始

ま
り
ま
す
。
今
回
ま
ん
ど
う

を
担
い
だ
子
ど
も
た
ち
が
成

長
し
大
人
に
な
っ
た
と
き
、

思
い
出
と
共
に
こ
の
伝
統
を

守
り
、
受
け
継
い
で
い
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
ね
」

森下青年団

団長関上　宏●

V o i c e

さん

直

江

兼

続

毛

利

元

就

上

杉

謙

信

北

条

泰

時

ま
ん
ど
う
　
５
基

そ
ろ
い
踏
み

今

川

義

元

川

額

上

川

額

下

森

下

下

森

下

上

森

下

中



運動会シーズン到来!!
運動会が９月８日から30日にかけて、村内各地で開催

されました。ここでは、その模様を写真でお伝えします。

運 動 会

保 育 園

昭 和 中

第一保育園 第二保育園

子育保育園

8
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第40回村民運動会
第40回村民運動会が９月30日、村総合運動公園多目

的グランドで開催されました。
当日は雨天のため途中で中止となってしまいましたが、

集まった村民の皆さんは、「ペットでGO」や「玉入れ」
など、地区対抗戦で熱戦を繰り広げました。

秋 の 大

小 学 校

東小

南小 大河原小
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９
月

利
根
沼
田
公
衆
衛
生
協
会
昭

和
村
支
部
会
員
（
加
藤
利
博
支

部
長
）
が
、
９
月
21
日
、
県
道

昭
和
イ
ン
タ
ー
線
沿
い
、
ポ
ケ

ッ
ト
パ
ー
ク
駐
車
場
か
ら
森
下

信
号
付
近
ま
で
の
間
の
ゴ
ミ
拾

い
を
実
施
し
ま
し
た
。

作
業
は
30
度
を
超
え
る
真
夏

日
の
な
か
行
わ
れ
、
15
人
の
会

員
が
参
加
。
支
部
長
の
加
藤
さ

ん
は
「
連
日
の
残
暑
で
空
き
缶

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ポ
イ
捨
て

が
増
え
た
か
と
思
い
ま
す
。
こ

の
ゴ
ミ
拾
い
は
年
に
１
度
の
行

事
で
す
が
、
村
の
環
境
美
化
の

一
助
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

福
祉
パ
レ
ー
ド
利
根
沼
田
地
区
実
行
委
員
会

で
は
９
月
11
日
、
第
35
回
知
的
障
害
者
福
祉
月

間
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、知
的
障
害
者
福
祉
月
間
の
趣
旨
を
、

広
く
地
域
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
い
、
知
的
障

害
者
に
つ
い
て
の
教
育
の
推
進
・
福
祉
の
向
上

を
目
的
と
し
て
、
毎
年
実
施
。

午
前
９
時
30
分
ご
ろ
役
場
玄
関
前
に
到
着
し

た
福
祉
パ
レ
ー
ド
の
一
行
お
よ
そ
30
人
は
、
加

藤
村
長
や
治
田
議
長
、

田
教
育
長
の
出
迎
え

を
受
け
ま
し
た
。

役
場
到
着
後
は
、
た
け
の
こ
学
園
に
入
所
し

て
い
る
篠
田
貞
子
さ
ん
が
「
障
害
者
の
自
立
支

援
制
度
が
変
わ
り
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
の
生
活

が
と
て
も
心
配
で
す
。
自
分
た
ち
で
で
き
る
事

は
自
分
た
ち
で
行
い
、

多
く
の
人
に
理
解
し
て

も
ら
い
、
生
活
し
や
す

い
社
会
に
な
る
事
を
願

っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
。
こ
の
ほ
か
に
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
手
紙

が
村
長
、
議
長
、
教
育

長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

福
祉
パ
レ
ー
ド
を
実
施

福祉パレードであいさつする篠田さん

総合運動公園では参加者が一堂に会し熱戦を繰り広げた

昭
和
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
（

田
太
吉
会

長
）
主
催
「
第
１
回
こ
ん
に
ゃ
く
カ
ッ
プ
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
、
９
月
９
日
・
10
日
の
両

日
、
関
東
近
郊
の
１
都
９
県
か
ら
100
チ
ー

ム
・
お
よ
そ
560
人

が
参
加
し
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。初

日
は
雨
空
と

な
っ
て
し
ま
い
、

村
屋
内
運
動
場
の

ほ
か
利
根
沼
田
の

屋
内
施
設
５
カ
所

で
プ
レ
ー
。
２
日

目
は
、村
総
合
運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
で
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
同
協
会
の
相
澤
春
光
さ
ん

（
大
河
原
）
が
企
画
し
実
現
し
た
も
の
で
、
相

澤
さ
ん
は
「
群
馬
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
大
き

な
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
あ
ま
り
開
催
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
行
け
れ
ば
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
大
会
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。
▼
優
勝

ウ
イ
ン
ゲ
ッ
タ
ー

（
東
京
都
八
王
子
市
）
▼
準
優
勝

燕
友
会

（
新
潟
県
燕
市
）
▼
３
位

甲
州
軍
団
（
山
梨

県
笛
吹
市
）
▼
４
位

ス
タ
ッ
フ
・
Ａ
（
昭
和

村
）
▼
５
位

ホ
ワ
イ
ト
・
フ
ァ
イ
ブ
（
高
崎

市
）

第
１
回
こ
ん
に
ゃ
く
カ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

炎天下のなか行われたゴミ拾い

100チームが参加した開会式

子どもたちから手紙を受け取る議長ら

利
根
沼
田
公
衆
衛
生
協
会

村
支
部
会
員
が
ゴ
ミ
拾
い
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ひ
ま
わ
り
大
学
（
青
木
テ
ル
子
学
級
長
）
で

は
９
月
13
日
、
村
保
健
セ
ン
タ
ー
で
料
理
教
室

を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ひ
ま
わ
り
大
学
の
年
間
活
動
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
30
人
の
学
級
生

が
料
理
教
室
に
参
加
。

沼
田
ホ
ザ
ナ
料
理
学
校
の
石
垣
恵
美
さ
ん
を

講
師
に
招
き
、「
サ
ツ
マ
イ
モ
と
リ
ン
ゴ
の
炊

き
込
み
ご
飯
」、「
た
ま
ご
ぼ
ー
ろ
」、「
チ
キ
ン

の
香
り
焼
き
・
焼
き
野
菜
添
え
」、「
エ
リ
ン
ギ

の
む
ら
雲
汁
」
の
合
計
４
品
の
料
理
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

学
級
生
た
ち
は
ま
ず
料
理
の
説
明
を
聞
き
、

そ
の
後
、
石
垣
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
な

が
ら
約
１
時
間
半
に
渡
っ
て
実
際
に
調
理
を
行

い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の

料
理
を
作
り
終

え
た
学
級
生
た

ち
は
調
理
し
た

４
品
の
料
理
を

最
後
に
は
試
食
。

舌
つ
づ
み
を
打

っ
て
い
ま
し
た
。

講師のアドバイスを聞く学級生

開会式であいさつする林一郎昭和村老人クラブ連合会長

利
根
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
単
位
老

人
ク
ラ
ブ
会
長
等
研
修
会
が
９
月
13
日
、
村
公

民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
社
会
的
使
命
を
的

確
に
把
握
し
、
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
研
修

を
行
い
、
利
根
郡
内
各
老
人
ク
ラ
ブ
間
の
交
流

を
深
め
る
事
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
回
の
研
修
会
で
は
、
大
塚
製
薬

(

株)

よ
り
栄
養
士
を
招
き
、「
水
分
補
給
と
栄

養
」
と
題
し
た
高
齢
者
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

の
講
演
や
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
村
女

性
会
員
の
舞
踊
の
披
露
、
各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

の
活
動
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

取
り
組
み
事
例
の
発
表
で
は
、
昭
和
村
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長
の
狩
野
亀
男
さ
ん
（
池

原
）が
会
員
募
集
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
。

加
入
者
が
減
り
続
け
る
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
現

状
に
つ
い
て
の
問
題
を
提
起
し
ま
し
た
。

利
根
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
会
長
等
研
修
会
を
開
催

ひ
ま
わ
り
大
学
が
料
理
教
室
を
実
施

南
内
出
区
を
優
良
道
路
愛

護
団
体
と
し
て
表
彰

南
内
出
区
で
は
９
月
４
日
、

日
頃
の
道
路
愛
護
活
動
な
ど
の

功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
県
よ

り
優
良
道
路
愛
護
団
体
と
し
て

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

南
内
出
区
長
の
　
橋
寿
雄
さ

ん
は
今
回
の
表
彰
を
う
け
「
南

内
出
で
は
、
地
区
の
住
民
の
ま

と
ま
り
が
良
く
、
道
路
愛
護
な

ど
の
活
動
に
は
全
員
が
参
加
し

て
く
れ
る
。
今
回
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
評
価
さ
れ
大
変
嬉
し
く

思
う
。
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て

き
た
良
い
伝
統
を
、
地
域
で
一

丸
と
な
っ
て
引
き
継
い
で
い
き

た
い
」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

取り組み事例を発表する狩野さん

完成した４品の料理 アトラクションでは昭和音頭を披露

表彰の喜びを語っていただいた　橋区長



新婚さん、金婚を迎えたご
夫妻の登場者を募集していま
す。自薦・他薦は問いません。
皆さんどしどしご応募くださ
い。【問い合わせ】役場企画
課広報統計係1２４－５１１
１（内線３２）
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「
と
に
か
く
無
我
夢
中
、

忙
し
い
50
年
だ
っ
た
」
と
振

り
返
る
の
は
金
井
次
雄
さ

ん
、
ス
ミ
エ
さ
ん
ご
夫
妻
。

若
い
頃
は
稲
作
の
ほ
か
に

豚
や
牛
な
ど
の
家
畜
に
も
挑

戦
さ
れ
た
次
雄
さ
ん
で
す

が
、
30
代
の
頃
に
単
身
東
京

へ
上
京
、
日
産
の
村
山
工
場

に
就
職
さ
れ
ま
し
た
。
工
場

で
は
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
や
ロ

ー
レ
ル
の
生
産
に
従
事
、「
土

曜
の
夕
方
に
は
昭
和
村
に
帰

っ
て
来
て
日
曜
日
に
は
田
ん

ぼ
仕
事
。
そ
の
日
の
夕
方
に

ま
た
東
京
に
帰
る
」生
活
を
、

定
年
退
職
ま
で
の
30
年
間
続

け
ら
れ
ま
し
た
。

ス
ミ
エ
さ
ん
は
「
昔
の
田

ん
ぼ
は
石
垣
で
棚
田
の
よ

う
。
耕
う
ん
機
で
田
お
こ
し

す
る
の
も
考
え
な
が
ら
や
ら

な
い
と
い
け
な
か
っ
た
」と
、

次
雄
さ
ん
が
留
守
の
間
、
田

ん
ぼ
の
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
オ
ー
ト
バ
イ
で

岩
本
駅
ま
で
次
雄
さ
ん
を
送

迎
さ
れ
て
い
た
ス
ミ
エ
さ
ん

は
「
冬
や
寒
い
時
期
は
オ
ー

ト
バ
イ
で
の
送
迎
が
大
変

で
、
車
の
免
許
を
取
っ
た
ん

で
す
よ
」
と
当
時
を
振
り
返

り
ま
す
。

次
雄
さ
ん
の
退
職
後
は
二

人
で
４
、
５
反
の
田
ん
ぼ
で

稲
作
を
続
け
て
お
り
、「
体

が
丈
夫
な
う
ち
は
続
け
て
い

き
た
い
」
と
の
こ
と
。

お
二
人
の
趣
味
は
、
次
雄

さ
ん
は
甲
冑
や
古
刀
収
集
、

ス
ミ
エ
さ
ん
は
花
を
育
て
、

い
ろ
ん
な
人
に
配
る
こ
と
。

こ
れ
か
ら
は
「
田
ん
ぼ
を
や

り
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
趣

味
に
没
頭
し
た
い
」
と
声
を

そ
ろ
え
て
い
ま
し
た
。 金　井　次　雄さん (77歳)

スミエさん (77歳)
・ 橡久保北　部

田
ん
ぼ
が
育
ん
だ
夫
婦
の
絆 （昭和32年６月８日入籍）

いきいきサークル

昭和村太極拳クラブ
代　表／澤浦　茂美

指導員／太極拳指導員　坂田　節子

2年前に村体育協会が主催した太極拳教室がきっ
かけとなり立ち上がった昭和村太極拳クラブは、現
在11人の会員が太極拳に汗を流しています。
指導にあたっている坂田さんは「自分の健康は自

分で守り育てる事が大切。太極拳は常に中腰で動作
を行う事で足腰が鍛えられ、無理なく健康増進が図
れます」と言います。
同クラブでは本格的に練習に取り組んでおり、参

加している11人全員が太極拳の３級検定に合格、
今は功

ゴン

夫
ブー

扇
シェン

という扇を取り入れた太極拳に挑戦中。
「動作を覚えるため頭も体も使いながら、和気あい
あいと楽しく練習しています」と代表の澤浦さん。
興味のある方は、月末を除いた毎週火曜、森下中

組の区民館で７時30分から練習を行っていますの
で、お出かけになってみては。

本格的な太極拳に挑戦52
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■
お
便
り

い
つ
も
楽
し
み

知
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん

出
て
い
て
い
つ
も
楽
し
み
に
見

て
い
ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｎ
）

■
ご
意
見

カ
ゼ
な
ど
の
対
処
法
を

こ
れ
か
ら
朝
・
晩
と
寒
く
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
カ
ゼ
・
の

ど
の
痛
み
な
ど
、
体
の
事
に
つ

い
て
の
対
処
法
な
ん
か
あ
っ
た

ら
い
い
ナ
。

あ
と
、
こ
れ
か
ら
の
花
の
育

て
方
な
ど
、
教
え
て
も
ら
え
た

ら
い
い
の
に
ナ
。

と
、
思
い
ま
す
。

（
Ｋ
・
Ｔ
）

な
・
ま
・
か
　
２

僕
た
ち
昭
和
村
バ
ス
ケ
部
は
今
年
の
７
月
に
一
人
の
仲
間
と
別

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
…
。

彼
の
名
は
『
ト
ッ
ド
・
富
田
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
』。
昭
和
中
の
英
語

の
先
生
を
し
て
い
た
奴
だ
。

彼
と
は
約
一
年
半
同
じ
バ
ス
ケ
チ
ー
ム
で
練
習
し
た
り
、
試
合

し
た
り
、
飲
み
に
行
っ
た
り
し
た
。

す
ご
く
楽
し
い
奴
で
す
ぐ
に
仲
良
く
な
っ
た
。
日
本
語
も
上
手

で
、
群
馬
弁
も
使
い
こ
な
し
て
い
た
。

よ
く
『
飲
み
行
く
べ
ー
』
と
メ
ー
ル
が
入
っ
て
来
て
、
み
ん
な

で
飲
み
に
行
っ
て
騒
い
だ
。

そ
ん
な
彼
が
、
７
月
末
で
ア
メ
リ
カ
に
帰
っ
て
し
ま
っ
て
す
ご

く
寂
し
い
。
い
ま
ま
で
も
い
ろ
ん
な
人
が
チ
ー
ム
を
去
る
事
が
あ

っ
た
け
ど
、
海
外
に
行
っ
て
し
ま
う
と
言
う
事
で
、
み
ん
な
す
ご

く
別
れ
を
悲
し
ん
だ
。

で
も
、
送
別
会
の
夜
に
約
束
し
た
。
冬
に
な
っ
た
ら
僕
ら
で
ト

ッ
ド
の
所
に
遊
び
に
行
こ
う
っ
て
。

ま
た
み
ん
な
で
バ
カ
み
た
い
に
飲
み
ま
く
っ
て
、
笑
い
ま
く
っ

て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
い
と
思
う
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

次
回
登
の
場
者
は
、
石
井
　
康
久
さ
ん
（
22
歳
・
上
内
出
）
で
す
。

同じチームでバスケットをプレーしているイケメ

ンのエース。いつも一緒に遊んだり、飲みに行った

りするなかまです。

郡民９連覇達成!! 10連覇に向けて、またバスケ

一緒にがんばろう！

みなさんからの
お便りを

お待ちしてます。

すすきと遠くにかすむ子持山（大河原）

松 井 永 治 さん

(29歳・常木)

み
ち
草
ギ
ャ
ラ
リ
ー

み
ち
草
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
み
ん
な
の
オ
ア
シ
ス
」
で

は
、
み
な
さ
ん
の
お
便
り
・
メ

ー
ル
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ク
イ
ズ
の
つ
い
で
に
ち
ょ
っ

と
一
言
ご
意
見
な
ど
を
書
い
て

頂
け
る
と
、
と
て
も
あ
り
が
た

い
で
す
。
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「りんご・ぶどうあんぴん大福村」を開催

恒例の餅つきが行われた「あんぴん大福村」

赤城高原農業観光協会では９月９日、滝寺りんご団地の開園に合

わせ、「りんご・ぶどうあんぴん大福村」を開催しました。

これは、いちご・さくらんぼ・ブルーベリーと続いて、同協会が

年間を通して行う「あんぴん大福村」の最後を飾るイベントで、当

日は、「あんぴん大福村」恒例の餅つきが行われたほか、りんご大福

やお焼き、わた菓子などをイベントに訪れた招待者や観光客に振る

舞い、りんごやぶどうの即売も行われました。

(株)上毛新聞社主催の第11回上毛新聞社中学生硬式野球大会

が８月26日から９月９日にかけて行われ、本村の新木潤君（3

年・写真右）、諸田隆徳君（３年・写真中）、綿貫諒太君（１年

写真左）が所属している硬式野球チーム「北毛ボーイズ」が準

優勝の栄冠に輝きました。

この大会には、群馬・埼玉・栃木・新潟の４県から32チーム

が参加。強豪相手に４試合を勝ち抜く健闘をみせました。 北毛ボーイズに所属する昭和中生徒の３人

中学生硬式野球大会で準優勝

村では９月10日、同日100歳の誕生日を

迎えられた林　くさん（生越）をお祝いす

るため、加藤村長をはじめ、村議会から治

田議長、堤総務民生常任委員長が林さん宅

を訪れ、敬老祝いを手渡しました。

このたび、林さんが100歳を迎えられた

事で、村では100歳以上のご長寿の方が３

人となりました。

加藤村長から敬老祝いを受け取る林　くさん

林　く　（生越）
100歳でお祝い

村地域活性化センターで９月28日、筋力トレーニング

上級の修了式が行われ、森下老人クラブを中心に橡久保

地区や川額地区から筋トレに参加した35人が加藤村長か

ら修了証を受け取りました。

修了証を受け取った後、森下老人クラブ廣田百一会長

は「昨年10月から筋トレを行って来たが、今では体力が

ついたと実感している。今後も健康のために続けて行け

れば」と修了の感想を語りました。

修了式後には村食生活改善推進員が蒸しまんじゅうや

枝豆の包み揚げを用意、参加者はお茶を楽しみました。

筋力トレーニング上級を修了されたみなさん

地域活性化センターで筋トレ修了式さ
ん



1 5

後藤忠彦さん（滝寺）が自宅で、珍し

いハチの巣を発見しました。一輪ざしの

花瓶を逆さにしたような見事な形の巣に、

当初後藤さんは「トックリバチの巣？」

と思ったそうです。しかし詳しく調べた

結果、なんとスズメバチの巣であること

が判明。女王バチの部屋で巣の核となる

物で、大変珍しいものであることが分か

りました。

交通安全を呼びかける交通指導隊員

珍しいハチの巣を発見

ハチの巣を発見した後藤さん（右はハチの巣の拡大写真）

じゃりんこ会では９月１日、会

員1 1人が県道沼田赤城線生越集荷

場から貝野瀬信号付近までの、ゴ

ミ拾いを行いました。

会長の根岸幸弘さんは今年でこ

のゴミ拾いも６年目を迎え、毎年

の恒例となりました。現在は13人

の仲間が楽しく和気あいあいと活

動しています」と話していました。

じゃりんこ会がゴミ拾いを実施

ゴミ拾いを実施したじゃりんこ会のメンバー

ゴミ拾いの様子

村安全会では９月21日、森下信

号付近と貝野瀬信号付近の２カ所

で、交通指導隊と共に秋の交通安

全指導を行いました。

白熱した試合を展開

村体育協会主催の壮年ソフトボー

ル大会（ファイトカップ）が９月２

日、村総合運動公園多目的グランド

など４つの会場で行われ、村内各地

区からおよそ600人が参加し、30歳

以上・45歳以上の２つの部で熱戦を

繰り広げました。

各部の成績は次のとおり。▼30歳以
上の部　優勝：鎌沢・上組・中組
Ｂ、準優勝：長者久保・大河原▼45
歳以上の部　優勝：川額Ａ、準優
勝：田岸・大堀

壮年ソフトボール大会（ファイトカップ）交通安全を啓発
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妊
婦
の
皆
さ
ん
。
身
体
の
具
合

は
い
か
が
で
す
か
？

こ
れ
か
ら
、
お
母
さ
ん
の
お
腹

の
中
で
す
く
す
く
と
育
つ
赤
ち
ゃ

ん
の
様
子
と
お
母
さ
ん
の
身
体
の

変
化
を
見
る
た
め
に
、
妊
婦
健
診

が
あ
り
ま
す
。

村
で
は
こ
の
妊
婦
健
診
に
か
か

る
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
健
診

２
回
分
の
無
料
券
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
普
段
健
診
を
受
け
て
い
る

県
内
の
医
療
機
関
で
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。（
※
無
料
券
は
母
子

手
帳
と
一
緒
に
持
参
し
て
受
診
し

て
く
だ
さ
い
）

妊
婦
健
診
の
目
安
と
な
る
期
間

は
次
の
通
り
で
す
。

①
妊
娠
23

周
（
６
ヶ
月
）
ま
で
／
４
週
間
に

１
回
　
②
妊
娠
24
〜
35
周
（
７
〜

９
ヶ
月
）
ま
で
／
２
週
間
に
１
回

▼
③
妊
娠
36
周
（
10
ヶ
月
）
〜
出

産
ま
で
／
１
週
間
に
１
回

■
問
い
合
わ
せ

役
場
保
健
福
祉

課
健
康
係
　
内
線
26

村
で
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ

く
日
本
脳
炎
予
防
接
種
第
２
期
に

つ
い
て
小
学
校
４
年
生
を
対
象
に

実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
17

年
の
国
の
勧
告
に
従
い
、
原
則
中

止
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
現
在
の
日
本
脳
炎
ワ

ク
チ
ン
接
種
後
に
発
症
し
た
重
篤

な
副
反
応
（
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ：

重
度
の

急
性
散
在
性
脳
脊
髄
炎
）
の
事
例

に
つ
い
て
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

接
種
と
の
因
果
関
係
が
認
定
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
流
行
地
へ
の
渡
航
や

生
活
状
況
等
に
よ
り
保
護
者
の
強

い
希
望
が
あ
る
場
合
は
、
予
防
接

種
法
に
基
づ
き
接
種
を
受
け
る
事

が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
保
健
福
祉
課

健
康
係
　
内
線
26
ま
で

平
成
20
年
１
月
13
日
（
日
）
に

開
催
予
定
の
「
第
50
回
昭
和
村
成

人
式
」
の
企
画
運
営
委
員
を
募
集

し
ま
す
。
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
、
ど
し
ど
し
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

■
募
集
内
容

昭
和
村
在
住
の
新

成
人
10
人
程
度
（
※
昭
和
62
年
４

月
２
日
〜
63
年
４
月
１
日
生
れ
の

方
）

■
検
討
事
項

式
典
・
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
の
内
容
、
記
念
品
、

当
日
の
運
営

■
会
議
の
回
数

３
回
程
度

■
締
め
切
り

11
月
２
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

村
教
育

委
員
会
事
務
局
　
1
２
４
―
５

１
２
０

群
馬
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
、
巡
回
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

相
談
は
全
て
予
約
制
で
す
。

■
期
日

11
月
28
日
（
水
）

妊
婦
健
診
無
料
券
を

配
布
し
て
い
ま
す

保
健
福
祉
課
　
内
線
26

県消費生活センターに寄せられる架空請求に関する
相談が、８・９月でそれぞれ100件を超え、依然とし
て高水準となっています。

■相談の主な架空請求の手口と件数（９月分）
１．ハガキによるもの（６１件）
２．弁護士を装った封書によるもの（３０件）
３．携帯電話のショートメッセージサービス《ショー
トメール》によるもの（２６件）

■対策について
◎絶対に相手には連絡しないこと
・身に覚えがある内容だとしても、書類に書かれてい
る連絡先には連絡しない
・相手の言いなりになって現金を振り込まない
※少しでも不安に思ったら、県消費生活センターにご
相談ください。

■架空請求ハガキ等の相談件数（９月分）

■問い合わせ
県消費生活センター　1０２７―２２３―３００１

成
人
式
企
画
運
営
委
員
を

募
集
し
ま
す

教
育
委
員
会
事
務
局
　
内
線
53

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
を

実
施
し
ま
す

保
健
福
祉
課
　
内
線
25

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の

中
止
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課
　
内
線
26

架空請求のハガキやメールにご注意を!!

架空請求ハガキ等の送り主の名称

日本管財局

★岡本合同法律事務所（封書）

民事総合管理事務局

民事訴訟通達管理事務機構

★グローバルプランニング（ショートメール）

その他

計

全国の消費生活相談件数（参考）

3 0

2 7

1 4

1 1

7

2 8

1 1 7

6 0 9

相談件数

※★印は９月に入って新しく出てきた名称
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■もんだい
平成18年度決算が、９月の定例議会
で認定されました。一般会計の歳出額
は38億8,414万８千円で、うち村税が
７億1,243万７千円でした。
それでは問題です。平成18年度一般
会計の歳出額は○○億1,521万２千円
だったでしょうか。

s村に住んでいる人・勤めている人ならどなた
でも応募できます。s賞品＝正解者の中から抽選
で村商工会商品券500円分を差し上げます。s締
め切り＝11月１日(木)。s発表＝11月号「広報
しょうわ」。s答えは必ずハガキに書き、下記要領
で応募してください。

u９月号のクイズの答えは、「オシム」監督
でした。応募総数は３通。当選者は次のとお
りです(敬称略)。おめでとうございます。

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

長
寿
よ
と
言
は
れ
喜
ぶ
吾
れ
な
れ
ど

甥
の
病
を
淋
し
く
見
舞
ふ林

　
み
よ

涼
を
求
め
庭
に
出
づ
れ
ば
暮
れ
の

こ
る

空
に
猛
暑
の
赤
き
月
あ
り

和
南
城
　
き
の
江

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
で
逆
転
打

教
え
て
く
れ
た
佐
賀
北
球
児

林
　
千
恵
美

我
慢
こ
そ
吾
が
来
し
方
の
性
な
る
や

姑
に
従
き
し
遠
き
日
偲
ぶ堤

　
み
ゑ

百
円
で
買
ひ
た
る
赤
き
に
ち
に
ち
草

あ
す
を
覗
か
す
七
個
の
つ
ぼ
み

川
端
　
も
と

を
と
と
ひ
は
ク
ロ
バ
ー
ほ
ど
の
キ

ャ
ベ
ツ
苗

今
日
来
て
み
れ
ば
五
セ
ン
チ
の
青
葉

須
藤
　
澄
子

望
郷
ラ
イ
ン
速
度
ゆ
る
め
て
超
え

来
た
り

捨
て
ら
れ
し
墓
の
嘆
き
聞
か
む
と

今
井
　
與
兵
衛

ひ
っ
そ
り
と
葉
陰
に
咲
き
し
チ
ロ

リ
ン
ラ
ン
プ

採
り
て
生
け
た
る
玄
関
明
る
し

林
　
マ
ス

降
り
し
き
る
雨
音
に
交
じ
り
草
陰
に

鳴
く
鈴
虫
の
声
と
ぎ
れ
つ
つ

中
村
　
敏
子

◆
◆
◆

広
報

文
芸
◆
◆
◆

短
　
歌

俳
　
句

湯
上
り
の
肌
に
ふ
と
見
る
夜
の
秋

金
井
　
粂
子

湧
き
水
を
引
き
い
る
池
や
釣
忍

真
下
　
章
子

山
百
合
の
香
る
風
あ
り
露
天
風
呂

杉
木
　
哲
二

霧
走
る
沼
辺
に
写
つ
る
あ
や
め
か

な
　
　
　
　
　
　
　
花
茂
　
喜
右

狭
村
の
日
暮
は
侘
し
遠
郭
公

林
　
町
子

ふ
る
さ
と
の
記
憶
は
と
お
し
花
あ

や
め
　
　
　
　
　
　
坂
田
　
保
男

点
滴
の
落
つ
る
は
さ
び
し
夜
の
秋

大
河
原
　
一
郎

蒼
天
に
八
十
路
の
気
迫
柿
若
葉

狩
野
　
亀
男

★諸　田　尚　也　 (９歳)

★高　橋　萌　夏　 (８歳)

入 原 上

入 原 下

応募規定

■
受
付

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所

沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

■
相
談
科
目

整
形
外
科

■
相
談
内
容

①
身
体
障
害
者
に

関
係
す
る
各
種
の
相
談
　
②
補
装

具
、
自
立
支
援
医
療
（
更
生
医
療
）

給
付
要
否
判
定

■
持
参
す
る
も
の

①
印
鑑
　
②

身
体
障
害
者
手
帳

■
予
約
方
法

役
場
保
健
福
祉
課

福
祉
係
　
1
２
４
―
５
１
１
１

（
内
線
24
・
25
）
ま
で
予
約
申
込

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り

10
月
31
日

※
症
状
が
重
い
等
に
よ
り
巡
回
相

談
の
会
場
に
来
場
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
ご
自
宅

に
訪
問
す
る
事
も
で
き
ま
す
の

で
、
予
約
申
込
時
に
あ
わ
せ
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
に
身

近
で
大
切
な
国
民
年
金
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

１
　
年
金
は
世
代
間
の
支
え
合
い

国
民
年
金
は
働
く
世
代
が
高
齢

者
世
代
を
支
え
る
「
世
代
間
扶
養
」

で
成
り
立
っ
て
お
り
、
働
く
世
代

の
負
担
す
る
保
険
料
が
高
齢
者
の

収
入
（
年
金
給
付
）
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
国
民
年
金
は
、
日
本
経

済
社
会
が
存
続
す
る
限
り
決
し
て

つ
ぶ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
　
納
め
た
保
険
料
を
上
回
る
年

金
の
保
障

年
金
の
給
付
に
必
要
な
費
用
の

１
／
３
は
、
国
の
負
担
（
平
成
21

年
度
ま
で
に
１
／
２
に
引
き
上

げ
）
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

３
　
老
後
の
安
心
、
終
身
保
障

国
民
年
金
は
一
生
涯
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
　
年
金
は
不
測
の
事
態
の
備
え

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た

と
き
や
一
家
の
支
え
手
が
亡
く
な

っ
た
と
き
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の

家
族
を
守
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
に
は

様
々
な
利
点
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を

受
け
る
た
め
に
は
保
険
料
を
納
め

て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま

す
。国

民
年
金
へ
の
加
入
と
保
険
料

の
納
付
は
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
保
険
料
の
納
付
に
つ

い
て
の
ご
相
談
は
、
渋
川
社
会
保

険
事
務
所
　
1
０
２
７
９
―
２
２

―
１
６
１
１
ま
で
。

11
月
は

「
ね
ん
き
ん
月
間
」
で
す

. .

..
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法
務
大
臣
が
民
間
の
人
た
ち
の

中
か
ら
委
嘱
す
る
人
権
擁
護
委
員

制
度
は
、
様
々
な
分
野
の
人
々
が

地
域
の
中
で
、
人
権
思
想
を
広
め
、

侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
配
慮
し
擁
護

し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い

う
考
え
か
ら
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
に
つ

い
て
の
啓
発
活
動
や
、
皆
さ
ん
か

ら
の
人
権
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
い
じ
め
や
体
罰
、
児

童
虐
待
な
ど
子
ど
も
の
人
権
問
題

を
専
門
に
扱
う
「
子
ど
も
の
人
権

専
門
員
」
を
選
任
し
、
子
ど
も
た

ち
の
人
権
を
守
る
活
動
や
情
報
収

集
、
問
題
解
決
に
も
努
め
て
い
ま

す
。心

配
ご
と
や
困
り
ご
と
、
い
じ

め
や
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
を
受
け
て

困
っ
て
い
る
な
ど
、
ど
ん
な
悩
み

で
も
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

沼
田
人
権
擁
護

委
員
協
議
会

1
２
２
―
２
５
１
８

(
財)

労
災
年
金
福
祉
協
会
で

は
、
労
災
や
過
労
死
等
の
無
料
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

労
災
の
年
金
・
介
護
、
生
活
問

題
、
心
配
ご
と
や
仕
事
の
疲
れ
か

ら
く
る
健
康
・
精
神
的
悩
み
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
す
。

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ

(

財)

労
災
年
金
福
祉
協
会
群
馬
労
災
年

金
相
談
所
　
1
０
２
７
―
２
４
３

―
２
８
８
１

11
月
12
日
（
月
）
か
ら
18
日

（
日
）
ま
で
の
一
週
間
は
「
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
月

間
」
で
す
。
法
務
省
で
は
「
職
場

の
男
女
差
別
」
や
「
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」、「
夫
や
パ
ー
ト

くらしの
情　報
広く村民の皆さんに呼びか
けたいことがありまし
たら、このページを
ご利用ください。

▼
お
知
ら
せ

人
権
擁
護
委
員
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

◆
沼
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

労
災
保
険
や
過
労
死
等
の

無
料
相
談
の
ご
案
内

◆(

財)

労
災
年
金
福
祉
協
会

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
電
話
相
談
の
ご
案
内

◆
前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

おまわりさんからのお知らせ

10月１日から「群馬県青少年健全育成条例」が施行されました
今日の青少年を取り巻く様々な問題に対し、21世

紀の群馬の未来を担う青少年が心身ともに健やかに成
長し、社会の一員として自立していくことを願って、
「群馬県青少年保護育成条例」が改正され、「群馬県青
少年健全育成条例」が施行されました。
おもな改正点は次のとおりです。

●深夜の連れ出し等の禁止
何人も、正当な理由がある場合を除き、深夜（午後
10時から翌日午前４時まで）に青少年を連れ出し、
同伴し、またはとどめてはならないことになりました。
◎違反すると、30万円以下の罰金に処せられます。

●深夜営業施設への立ち入り制限
映画館、カラオケボックス、ゲームセンター、ボー
リング場、インターネットカフェなどの営業者等は、
保護者同伴であっても、深夜に青少年を立ち入らせて
はならないことになりました。
◎違反すると、30万円以下の罰金に処せられます。

●インターネット利用環境の整備
インターネットによる有害情報を青少年に閲覧・視
聴させないようにするとともに、青少年のメディア対
応能力を向上させるため、保護者や学校関係者、イン
ターネット関連事業者等の努力義務を定めました。
◎罰則規定はありません

●酒類・たばこ販売に係る環境整備
青少年の飲酒・喫煙を防止するため、酒類・たばこ
の販売業者に対し、青少年がそれらを購入できないよ
う、環境の整備に努めることを定めました。
◎罰則規定はありません

●その他
・有害図書類の区分陳列
・薬品類等の制限
・入れ墨等の禁止
・使用済下着等の買い受け等の禁止
・接待業務等への勧誘の禁止
・非行助長行為の禁止



そうだんがいど

家庭内や隣近所のもめごとなど
でお悩みの人は、ご相談ください。
村人権擁護委員が相談に応じま
す。◆日時：11月７日（火）、午
後１時30分～４時、◆会場：役
場会議室

高血圧や糖尿病などでお悩みの
人は、ご相談ください。役場保健
師が相談を受けます。◆日時：
10月30日（火）、午後１時～４時、
◆場所：村保健センター　1２
４－５１４２

眠れない」、「イライラして落ち
着かない」など、心に悩みを持つ
人はご相談ください。専門家が相
談に応じます。◆日時：10月５
日（金）、午後１時30分～（事前
に電話予約を）、◆会場：沼田保健
福祉事務所　1２３－２１８５。

パートナーからの暴力やさまざま
な悩みを持っている女性の相談や
支援を行います。◆日時：平日午
前９時～午後８時、土日祝日午後
１時～５時◆相談専用電話 1０
２７－２３１－４４８８

国民健康保険税５期、水道料２
期、村県民税３期、介護保険料４
期は、10月31日（水）が納期で
す。完納にご協力ください。

今・月・の・納・期

特設人権相談所

健康相談

こころの相談

女性相談センター

1 9

わが村の人口

人　口　7,855人　(－10)
男　　3,883人　(－５)
女　　3,972人　(－５)

世帯数　2,262世帯(－２)
※（ ）内は前月比

10月１日現在（住民基本台帳人口）

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
」
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

女
性
の
人
権
に
関
す
る
相
談
・
悩

み
ご
と
に
つ
い
て
の
電
話
相
談
窓

口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
に

は
法
務
局
職
員
と
人
権
擁
護
委
員

が
応
じ
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
専
用
電
話
番
号

０
５
７
０
―

０
７
０
―
８
１
０

※
携
帯
電

話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
接
続
可
能
。
IP

電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

▼
受
付
時
間

月
〜
金
‥
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
７
時
　
土
・
日
‥

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
問
い
合
わ
せ

前
橋
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課
　
1
０
２
７
―
２

２
１
―
４
４
２
６

薄
根
の
大
ク
ワ
（
沼
田
市
）
を

含
む
「
富
岡
製
糸
工
場
と
絹
産
業

遺
産
群
」
が
、
今
年
１
月
世
界
遺

産
暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
、
世

界
遺
産
候
補
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
を
記
念
し
、
現
地
見
学
会
と
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

11
月
17
日
（
土
）

正

午
〜
午
後
５
時
30
分

▼
場
所

①
現
地
見
学
会
／
薄
根

の
大
ク
ワ
（
沼
田
市
石
墨
町
１
７

７
７
先
）
②
講
演
会
／
利
根
沼
田

県
民
局
１
階
101
会
議
室
　
※
現
地

集
合

▼
講
演
内
容

演
題：

「
絹
産
業

遺
産
の
世
界
遺
産
的
価
値
」、
講

師
‥
佐
滝
剛
弘
氏(

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
前

橋
放
送
局
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー)▼
定
員

120
名

▼
締
め
切
り

11
月
12
日
（
日
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

県
庁
世

界
遺
産
推
進
室
　
1
０
２
７
―
２

２
６
―
２
３
２
６

２
等
陸
・
海
・
空
士
の
募
集

▼
受
験
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満

▼
受
付
期
間

随
時
受
付

▼
試
験
日
お
よ
び
場
所

①
11
月

17
日
（
土
）
・
相
馬
原
駐
屯
地
②

12
月
15
日
（
土
）
・
新
町
駐
屯
地

自
衛
隊
生
徒
の
募
集

▼
受
験
資
格

中
卒
（
見
込
み
含

む
）
17
歳
未
満
の
男
子

▼
受
付
期
間

平
成
19
年
11
月
１

日(

木)

〜
平
成
20
年
１
月
８
日(

火)

▼
試
験
日
お
よ
び
場
所

平
成
20

年
１
月
12
日
（
土
）
・
前
橋
市
南

町
「
勢
多
会
館
」

▼
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
沼
田
地

域
事
務
所
　
1
２
３
―
４
１
１
１

９
月
届
出
分

う
ぶ
ご
え

吹
　
張
　
内う

つ

海み

百も

々も

花か

ち
ゃ
ん

さ
ん
の
子
８
月
23
日
生

根
　
岸
　
�た

か

橋は
し

俐り

玖く

く
ん

さ
ん
の
子
８
月
28
日
生

赤
　
谷
　
�く

わ

原ば
ら

涼
り
ょ
う

太た

く
ん

さ
ん
の
子
８
月
28
日
生

田た

中な
か

友ゆ

萌め

ち
ゃ
ん

さ
ん
の
子
９
月
７
日
生

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

鎌
　
沢
　
金
井
　
志
江
さ
ん

78
歳
　
９
月
３
日
没

生
　
越
　
林
　
　
　
宏
さ
ん

67
歳
　
９
月
６
日
没

綿
貫
　
い
ま
さ
ん

82
歳
　
９
月
６
日
没

常
　
木
　
後
藤
　
忠
三
さ
ん

83
歳
　
９
月
８
日
没

赤
　
谷
　
金
井
　
茂
夫
さ
ん

46
歳
　
９
月
12
日
没

中
野
上
　
横
坂
光
太
郎
さ
ん

74
歳
　
９
月
26
日
没

三
ツ
谷
　
新
木
ひ
ろ
子
さ
ん

85
歳
　
９
月
27
日
没

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

赤
城
原

第
　
一

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

哲
　
也

可
奈
子

健
美
弥
子

保
　
寛

朋
　
子

勝
　
義

知
　
子

平
成
19
年
度
自
衛
官
を

募
集
し
ま
す

◆
自
衛
隊
沼
田
地
域
事
務
所

▼
募
　
集

「
め
ざ
せ
世
界
遺
産
！

講
演
＆
見
学
会
」
を
開
催

◆
県
庁
世
界
遺
産
推
進
室

▼
催
し
も
の

松
ノ
木
平

第
　
　
二




